
　健康保険組合連合会が発表した全国の健康保険組合の平成29
年度予算早期集計結果は、経常収支差引額で3,060億円の赤字と
なり、赤字組合は全体の約7割を超える1,015組合になりました。
また、保険料率の引き上げは10年連続となり、全体の約15.6％の
214組合が引き上げました。
　適用拡大の満年度化による被保険者の増加や保険料率の引き
上げにより保険料収入は増加しましたが、高齢化の進展に伴う
高齢者医療制度の支援金・納付金負担の増加がそれを上回り、
健保財政を圧迫している状況に変わりはありません。支出に見
合った収入の確保には保険料率の引き上げに頼らざるを得ない
状況ですが、協会けんぽの平均保険料率10.00％以上の組合は
全体の約23％の316組合と前年度を上回り、保険料率上昇もす
でに限界に達しています。2025年には高齢化がピークを迎え、
早晩現役世代の保険料負担だけでは高齢者の医療費を支え切れ
なくなることは明らかです。
　健保組合としましては、高齢者医療制度の構造改革、保険適
用範囲の見直し、医療費の適正化など、真に安心・納得できる
政策展開の実現を引き続き国に強く求めてまいります。
　こうした状況の中、当健保組合の平成28年度決算がまとまり
ましたので、その概要をお知らせします。

平成28年度 決算のご報告

　収入面では、被保険者数・被扶養者数は減少したものの、平均標準報酬月額・総標準賞与額（年間合計）が増加
した結果、保険料収入は前年度より447万円の増収となりました。また、繰越金より3億円の繰り入れもあり、収入
総額は20億5,311万円となりました。

　医療費として支払われる保険給付費は、前年度より2,869万円減少し、7億3,459万円となりました。
　また、組合財政を圧迫する主要因ともいえる納付金については、前期高齢者納付金の大幅増に加え、前年度から
続く後期高齢者支援金の増加などにより、前年度に比べて4億1,076万円の大幅増となり、保険料収入に占める割合
も前年度の約2.4倍（42.8％）となりました。
　保健事業につきましては、28年度も疾病予防や健康増進のための事業を可能な限り実施いたしました。

　結果、平成28年度の収支差引額は4億7,466万円の黒字に、経常収支差引額においても1億4,732万円の黒字で終え
ることができました。

基礎数値
（平成29年3月現在）

納付金の増加を吸収し、
黒字決算となりました

被保険者数
男 1,943人
女 807人

合計 2,750人

平均標準報酬月額 439,939円

総標準賞与額
（年間合計） 4,556,471千円

被扶養者数 2,964人

一般勘定（健康保険）

収入

支出

▶平均標準報酬月額・総標準賞与額の増により微増

▶保険給付費が減少するも、納付金は大幅増

特集●●●●



収入

支出

連合会費 783千円
その他 4千円還付金 20千円

保健事業費
46,811千円

事務費 
58,849千円

財政調整事業拠出金 25,836千円

国庫負担金収入・
その他
410千円

調整保険料収入
25,741千円 繰越金

300,000千円

介 護 保 険 収 入 188,807
繰 越 金 40,000
雑 収 入 19
合 計 228,826

介 護 納 付 金 154,446
介護保険料還付金 3
合 計 154,449

介 護 収 支 差 引 額 74,377

介護勘定（介護保険）
　各市区町村が保険者として運営している介護保険の保険料徴収は、健康保険組合が代行して行っています。組合
に加入する40歳以上64歳までの方々に対する介護保険料として徴収し、各市町村へ納めています。介護保険の第2
号被保険者数は、2,553人でした（被扶養者を含む）。
　平成28年度は介護保険収入が1億8,881万円、介護保険納付金が1億5,445万円となりました。繰越金より4,000万円の
繰り入れとなりました。

保 険 料 収 入 1,695,135
国庫負担金収入・その他 410
調 整 保 険 料 収 入 25,741
繰 越 金 300,000
国 庫 補 助 金 収 入 14,100
財 政 調 整 事 業 交 付 金 13,437
雑 収 入 4,282
収 入 総 額 2,053,105
経 常 収 入 1,699,925

一 般 勘 定 収 支 差 引 額 474,660
経 常 収 支 差 引 額 147,317

事 務 費 58,849
保 険 給 付 費 734,589

法 定 給 付 費 723,551
付 加 給 付 費 11,038

納 付 金 711,553
前期高齢者納付金 382,170
後期高齢者支援金 306,447
病 床 転 換 支 援 金 2
退職者給付拠出金 22,924
老 人 保 健 拠 出 金 10

保 健 事 業 費 46,811
還 付 金 20
財 政 調 整 事 業 拠 出 金 25,836
連 合 会 費 783
そ の 他 4
支 出 総 額 1,578,445
経 常 支 出 1,552,608

収入� 単位：千円

支出� 単位：千円

単位：千円

一般勘定（健康保険）

収入総額 2,053,105千円

支出総額 1,578,445千円

経常収入 1,699,925千円

経常支出 1,552,608千円

経常収支差引額：147,317千円

保険料収入　1,695,135千円

財政調整事業交付金 13,437千円
雑収入
4,282千円

国庫補助金収入
14,100千円

納付金
711,553千円

前期高齢者納付金 
382,170千円

後期高齢者支援金 
306,447千円

病床転換支援金 
2千円

退職者給付拠出金 
22,924千円

老人保健拠出金 
10千円

保険給付費
734,589千円

法定給付費 
723,551千円

付加給付費 
11,038千円

収入� 単位：千円 支出� 単位：千円

●個人情報保護管理規程　●機密文書管理規程　●役職員等の個人情報に関する規程

就任 退任
氏名 役名 就任日 氏名 役名 退任日

久木　博一 監　事 平成29年3月16日 松田　知也 監　事 平成29年3月15日

個人情報保護法の改定に伴い、規程の改定を行いました

組合会選定議員が交代されました公 

告
（敬称略）


